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1　 は じめに

　仏教認識論の 解明が 進む中 t 仏教論理 学派は，認識結果 （pramaηaphala ）と して ，経量部的

立場か らは対象理解 （arthZldhigati／arthapratiti），もし くは対象認識 （arthasarpvedana ），と 自己認

識 （svasamvedana ）の両方，唯識的立 場か らは 自己認識 を認め る とい うこ とが常識 と なっ て い

る （桂 1969， 24−27；1984， 108− 112な ど）。 しか し，近年，こ の ような認識結果理解 に異 を唱える

研究 も発表され て い る 。 例 えば，従来，『プ ラマ ーナ ・ヴァ
ール テ ィカ』 （PV ）III　341−352 で は

「経量部的立 場で も自己認識が認識結果で ある」 こ とが説かれて い る と考 えられて きたが，福

田 （1988），村上 （2008）な どは、ゲル ク派の 学僧 ケー ドゥプジ ェ （1385−1438）に基づ い て ，

当該箇所 におい て は唯識説 における 「対象認識」（もしくは 「他者認識」（gzhan　rig ））が説か れ

て い る， とい う解釈 の可能性 を提示 して い る 。 福 田 （1988，10）は，ケ
ー

ド ゥプジ ェ が PV 　III

301−367 をど の よ うに分節 して い るか を紹介 し，彼の 独 自性 を以下の よ うに指摘 して い る 。

　　「こ の 解釈の 最大の 特徴は，k．320以下がすべ て唯識説で ある点，も っ と限定するならば，

　　先の 戸崎博士 の 分節で外部世界 実在論 （経量部説）に立つ とされて い た kk．341−352 ［原文

　　353］（1）
（あるい は k．338 を含める こともで きよう）が，唯識説の他者認識の設定方式 と解さ

　　 れて い る点で ある。 」

なお，村上 （2008）は，こ の ようなケ
ー ドゥ プジ ェ の ダ ル マ キ

ー
ル テ ィ 理解が イ ン ド仏教論理

学の 文献 に実際 に適応可能か どうか を考察 した上，「PV 　III　341−352におけ る議論が経量 部思想

を説 くもの で あるとす る従来の 解釈 に は問題がある」 と結論 して い る
ω

。

　確か に，PV 　III　341−352 を唯識説 と解釈する 点で ケ
ー ドゥプジ ェ には独 自性が ある と言える 。

しか し，福田 （1988），村上 （2008）が試 みた よ うに，ケー ドゥ プジ ェ の 理解 をその ままイ ン

ドの 伝統に当て は め る こ とは可能で あろ うか 。 PV におい て ，ダル マ キール テ ィ （ca ．・600−660）

は，経量部説 におい て も自己認識が認識結果であ るとい うこ とを当該 の PV・III・341−352以外の

ど こ で も語 っ て い ない 。 従 っ て ，もしケ
ー ドゥ プジェ の解釈が正 しい とすれ ば そ もそ もダ ル

マ キール テ ィは経量部説 における認識結果が 自己認識で ある とい うこ とを全 く語 っ て い ない こ

とにな っ て しまう。 そ して それは，ケ
ー ドゥプジ ェ 自身，経量部と唯識 派双方に共通す る もの

と して，自己認識 を認識結果 とする説 を唱 えて い る
（コ）

こ とと矛盾 するの で はなか ろ うか 。

　実際の と ころ，こ の 周辺の ダル マ キール テ ィ の 議論は，イン ドの註釈者たちの 問で も解釈が

様々 に分か れてお り，極め て難解 な箇所で ある 。 デ ィ グナーガ （ca ，480−540）の記述 に遡 っ て

も，その 記述だ けか ら判断す れば 仏教論理学派は経量部的立場で，自己認識で はな く対象理

解の み を認識結果 として 認めて い る と解釈する こ ともある い は可能で あろ う。

121

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoclat 二lon 　for 　工 lbetan 　St二udles

一
認識結果と して の 自己認識

一

　従 っ て
， 本論文で は，今一

度 仏教論理学派が認識結果につ い て どの ような議論を行っ て い

る か，その 文脈 を検討し直す。 特に，こ れ まで の 研 究で 使用 され て い な い プ ラ ジ ュ ニ ャ
ーカ ラ

グプタ （ca ．750−810）の 解釈を提示 しつ つ ，　 PV 　III　341 に至 る まで の PV 　III　339−340 の 内容を明

らかにする 。

2　議論の概 要

　議論の 詳細に入 る前に，まず PV 　III　341− 352 の 概要 を提示 して お く。 戸崎 （1985 ）は こ の 議

論を次の よ うに分析 して い る。

　　外境実在論

　　a 外境対象は領納 （自証）に従っ て 決知され る （kk，34正一344）

　　b 結論一 自証が量果で あ る （k，345）

　　 c 量 と量果

　　　（1）対象顕現性が量 で ある （kk．346−347abc）

　　　 （2）「対象の 認識」 は 自証 を本質 とする （kk．347。d−348ab）

　　　（3）対象形相 が量 で あ り，自証が 量果で ある （kk．348cd −349ab ）

　　　（4）量 と量 果は対象 を異に しな い （kk．349cd −350a ）

　　　（5）「自証」の 勝義性 と 「対象の 認識」の 世俗性 （kk．350bcd−352）

これ以前の 箇所 で は，自己認識が認 識結 果で ある こ とが唯識の 立 場 か ら語 られ て い る （kk，

320−337）。 さらに 「対象認識」 とは どの ような もの か， とい うこ とが経量部 の 立場 か ら （k．

338）， さらに唯識の 立場か ら （kk．339−340）それぞれ語 られて い る 。 それ に続 い て ， 問題の PV

III　341 以下が導入 される の である 。

　筆者の 理解 を述べ る な らば，こ の PV ・III　341−352 で 扱 われ て い る内容は，基本的 に以 下 の よ

うに要約で きる と考え られ る 。 す なわ ち t 外界対象を認め る と して も，その ような外界対象は

そ れ ぞれ の 人 が持つ 直接経験に従 っ て ，好ま しい もの ，好ま し くな い もの な ど とい うよ うに確

定される 。 従 っ て ，唯識説 と同じよ うに，経量部説に お い て も，自己認識 こ そが認識結果で あ

る 、 ただ し，認識手段 は，経量部説 におい て はく対象 の 顕現 を持 つ こ と〉，言い換 えれ ば 認識

内部に入 り込ん だ所取の相 （grahyakara）で あ っ て ， 唯識説 におい て認識手段 とされる 能取の 相

（grahakakara）で はない ，と。

　なお，当該箇所 はデ ィグナーガ の 『プ ラマ ーナ ・サ ム ッ チ ャ ヤ （・ヴリ ッ テ ィ）」 （PS （V ））1

9 に相 当する 。

　　 svasa 叩vitt山 phala・p　v 費tra〔PS 　I　ga）

　　dVy亘bh亘sarp　hi　 jfianam　utpadyate 　sv亘bhAsa即　vi写ayabhasa   　ca ．　 tasyobhay互bhasasya　yat

　　 svasarpvedanarp 　tat　phalam。　ki単 karai）am ，

　　　　　　　　　　　　　重adr 面po　hy　arthaniScayft り1（PS　I　9b）

　　yada 　hi　saviSayarp　jfiatiam　arthab
，
　tada　svasarpvedarianurUpam 　artharp 　pratipadyata　istam　anistarp 　va ・

　　yada 　tu　bahya　ev翫 thah　prameya虹，
　tada

　　vi§ayfibhfisataivfisya 　prama4a 町1 （PS　I　gcd）
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　　tada　hi　j血anasvasa甲vedyam 　api　svar 口pam 　anapek §y五rth5bhasataivasya 　pram帥am 　yasmat　so
’
rthah

　　　　　　　　　　　　　　　　 tena　mTyate 〃（PS　I　gd）

　　yath五yatha　hy　a曲 i  o　j伽 e　sa   ivi‘ate  
≦ubha きubh 盃ditvena，　tattadr［lpah　sa 　vi §ayab 　pramiyate．

　　（PSV ，
4．3− 14　ad 　PS 　I　9）

　　（A ）「あ る い は ，こ こ で は 自己認識が ［認識］結果で ある 。 」

　　とい うの も，認識は，自己と して の 顕現 （svabhAsa ）と対象と して の 顕現 （viSayAbhasa ）と

　　い う二 つ の 顕現を持 っ て 生 じるか らで ある 。 両方の 顕現 を持っ たその ［認識］に と っ て 自

　　己認識が ［認識コ結果で ある 。 何故か 。

　　（B）「何故 なら， 対象の 確定 （arthani ≦caya ）がその ［自己認識］を本質 とするか ら。 」

　　とい うの も， ［自身の 中に］対象 を持 つ 認識が対象 （artha ）で ある ときに ， 自己認識に即 し

　　て対象を好 ましい もの
， もしくは好 ましくない もの と して ， ［人は］理解するか らであ る 。

　　（C）しか し，外界の対象物が 認識対象 （prameya）で ある とき，

　　「こ の 匚認識コが 対象の 顕現を持つ こ と （viSayabhdSatE ）こ そが 認識手段 （pramaliLa）で あ

　　る 。 」

　　とい うの も，その 場合，［認識］それ 自体が認識 ［自身］によ っ て 自己認識 されるべ きもの

　　であ っ て も，［その よ うな自己認識 される べ き認識それ 自体 を］無視 して，こ の ［認識］が

　　〈対象の 顕現 を持つ こ と〉（arthabhasata ）こそが 認識手段 で ある 。 何故 なら，その外界対象

　　は，

　　「そ の ［対象の 顕現 を持つ こ と］ を通 じて 認識 され る ［か ら］。」

　　とい うの も，あれ こ れ の かた ちで，すな わ ち，清浄な もの ・清浄で な い もの など と して，

　　対象のすが た （arthakdra）が 認識の 中に入 り込む （sannivigate）と き，そ の よ うなか た ちで ，

　　その対象 （visaya）が認識 され るか らで ある。

ジネーン ドラブ ッ デ ィ （ca ．710−770）の 解釈に従えば ，（A）と （B ）の 箇所が経量部 と唯識派

に共通の見解を示した もの，（C）の箇所は経量部の 見解を示 した もの と理解 される 。 こ の 解釈

につ い て も，様 々 な問題 を抱えて い るが ，こ こで は置い て お く
〔5）

。

　本論文で は，PV 　III　341以 降の 議論 を直接取 り扱 わ ない が，便宜の ため，　 PV 　III　341 の み以下

に挙げてお く。

　　vidyamane
，

pi　bahye
，

rthe　yathanubhavam　eva 　sa皐／

　　ni ≦cit亘tma　svarUpepa 　n 日皿ekatmatvado 写atah 〃（PV 　III　341）

　　外界対象が 存在する として も，その ［外界対象］は，直接経験の 通 りに の み ［決定 され］，

　　［外界対象］その もの が それ 自体 として 決定 される の で は ない 。 何故な ら，［それ ぞ れ の 人

　　に とっ て共通で あるはずの外界対象が］様々 なもの で ある とい う過失 匚に陥っ て しまう］

　　か ら。

3　唯識説に お ける対象認識

　と こ ろ で ，一般的に，外界対象を容認 しない こ とで唯識 派は唯識派た り得 る と考 えられ る 。

その こ とを考慮 した場合 ， ケ
ー ドゥ プジェ が 主張する 「唯識説にお ける対象認識」と い うもの
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自体，奇異な印象 を与 えるか もしれない 。 しか し，こ の よ うな 「唯識説 における対象認識」 と

い う発想 自体 は，もと もとダル マ キール テ ィ，さらに はデ ィ グナ
ーガ の 記述 に遡 り得る もの で

あ．る。 以下で はその こ とを検討 して い く。

　問題の PV 　III　341が 始まる直前の PV 　III　339にお い て ダ ル マ キ
ール テ ィ は次の よ うに述 べ て い

る 。

　　yad巨savi ＄ayalp 　jfi…inarp　jfian蕊rpξe
，rthaVyavasthiteh／

　　tadE　ya　atm巨nubhavah 　sa　ev巨rthaviniScayah〃（PV 　III　339）

　　認識 の 部分 価an卿 6aす なわ ち認識 内部の 所取の 相）が ［外界］対象 （artha ） として確立

　　され るか ら，認識 qfiana）は ［自身の 中に］対象を持 つ （savi ＄aya ）。 その 場合，［認識］そ

　　れ 自体の 直接経験 啄 manubhava ），それこ そが対象 の 確定 （arthavini ≦caya ）で ある 。

こ こ で 言 われて い る 「対象の 確定」 とは，先に挙げたデ ィ グナ
ーガ の PSIgb に おける 「対象の

確 定」に対応す るの は明 らかで ある 。 また，それに対する PSV の記述か ら．それが 「対象 を好

ましい もの ，好まし くな い もの として理解する こ と」で ある こ とが 理解され よ う。 少 し議論 を

外れ るが ，もともとイ ン ドの
一般理解で は，認識主体 （pra  zatT），認識対象 （prarneya），認識手

段 （prama ロa），認識結果 （pramiti）の 四 つ は，人 間 の 活動 の 問題 と密接 に関連 して 語 られ て き

たこ とに付言 して お く。 例 えば，『ニ ヤ
ー

ヤ
・バ ー

シ ャ』（NBh ）で は次の ように言われて い る 。

　　tatra　yasyepsajih且s巨prayuktasya　pravrttih　sa　pramat盃，
　sa　yenartharp　pramipoti　tat　pramanarn，　yo

　　
’nhalp　pramiyate　tat　prameyam ，

　yad　arthav 嶇ana単 sa　pramitiり．（NBh ，
24．2−3）

　　それ らの うち，認識主体 とは， 匚対象をコ得 ようt または捨て ようとい う欲求 と結び つ い

　　て，活動 を行 う人の こ とであ る 。 認識手段 とは，その 人が対象 を認識する手段で ある 。 認

　　識対象とは，認識 される もの で ある 。 認識結果 とは，対象に 関する認識の こ とで ある 。

活動の対象に関 して 「これ こ れだ」 とい う認識が 起こ っ て は じめ て，人はその対象に向けて な

ん らか の 活動 を行 う。 上記引用箇所 で，デ ィ グ ナ
ーガや ダ ル マ キール テ ィが述 べ て い る 「対象

の確定」 も，こ の ような人 間の活動を前提 と して述べ られて い る と思われる 。 その ように考 え

た場合，唯識説にお い て外界世界が容認 され な い とい っ て も，人間の 活動その もの が否定 され

る訳で はない か ら，唯識的立場か ら 「対象の 確定」を述 べ る として も何 ら不思議 はない 。 夢 の

中で も人 は活動 を行 うこ とがで きるの で ある。

　 とこ ろ で ，プラジ ュ ニ ャ
ーカ ラグプタは上述 の PV ・III・339 を次の よ うに説 明 して い る 。

　　yab
（6）
　punar　apara τp　bahya叩　na 　kalpayati　jfian5rp≦a

（7）
　eva 　b且hyataya　tenavasiyate，　tada　ya

　　evfitmano 　jfifinak5rasyfinubhavas　tatraiva（8）vasananiyamad 　artha 　iti　ni≦caya4 ．　tada　ni忌cayabalad

　　arthasarpvedanarp 　phalam　iti　Vyavasthapyate．　tada　vijfianav5de
’

py　arthasarpvedanam 　phalam．（PVA ，

　　 392．9−11）

　　さ らに，匚認識 とは］別個 な外界を構想 しない 者 ［す なわち．唯識論者］，彼 に よ っ て は，

　　他 な らぬ 認識の 部分が外界 として 判断 される （avasTyate ）。 『その 場合，［認識 ］それ 自体

　　の 』，す なわち，認識の 匚内部 にある ］形象 価融 ak諏ra）の 『直接経験』， まさに それ に対

　　して，潜在印象の 限定に基づ い て ，『「［外界 の ］対象で ある」 とい う確定』 が 匚起こ るコ
（9）

。

　　そ の 場合には，［認識に対する 「外界の 対象である」 とい うそのコ確定に よ っ て ，「対象認

　　識 （arthasar ηvedana ）が ［認識コ結果であ る」 と確立 される 。 その 場合，唯識説におい て
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　　も，対象認識が ［認識］結果で ある 。

こ の註釈の 中で 注 目すべ きは， 下線 を付 した ように，プラジ ュ ニ ャ
ーカ ラグプ タが 「唯識説 に

お い て も対象認識が ［認識］結果で ある」 と明言 して い る こ と で あ る 。 プラジ ュ ニ ャ
ーカラ グ

プ タに よれ ば，唯識説にお い て も，「対象認識」が成立 しない 訳で はない
。 外界対象 が存在 せ

ず，実際に認識 して い る もの が認識の 部分 ， すなわち認識内部の 所取の 相で ある と い う場合 で

あ っ て も， 潜在印象を通 じて 「今認識 して い る もの は外界の 対象で ある 」 と い う確定が起 こ り

得るの である 。

　以 上 の よ うなプラ ジ ュ ニ ャ
ー

カ ラグ プタの解釈に従えば ，
PV 　III　339 で は唯識説におい て も対

象認識が 認識結果である こ とが説か れて い る とい うこ とが理解され る
 

。 従 っ て ， ケ
ー ドゥ プ

ジ ェ が，プラジ ュ ニ ャ
ーカラグ プ タ と同様，PV　III　339を 「唯識説にお ける対象認識」が説か れ

て い るもの と理解した と仮定して も何 ら問題は ない
。

4　 PVlll　340解釈

　 しか し，PV 　III　341 以降で も，ケー ドゥ プ ジ ェ の よ うに 「唯識説にお ける対象認識」が語 られ

て い ると考えるこ とは可能で あろ うか 。 それ を考 える上で，その 間に位置する PV 　III　340 で 何

が説かれて い るの か，解明す る必要があろ う。

　戸崎 （1985，24−25，fh．83）は，こ の PV 　III　340が唯識説に立 っ た論述か，外界実在論に立 っ た論

述 か，註釈者 たちの 間に見解の 相違がある と指摘 し，デ
ー

ヴ ェ
ーン ドラ ブ ッ デ ィ （ca ，630−690），

シ ャ
ーキャ ブ ッ デ ィ （ca，660−720）の 解釈 を前者，プラ ジ ュ ニ ャ

ーカ ラグプタ，ラヴィ グプタ

（ca．780−840），マ ノ ー
ラタナ ン デ ィ ン （ca．10th− 13th　c．）の 解釈 を後者の もの と して 理解 して い

る 。 以下 それぞれの 解釈 を検討す る。

　ダル マ キール テ ィ は PV 　III　340 で 次の よ うに述べ て い る 。

　　yadi噸 k翫a 蕊tm 互sy互
（u）

a皿yath五 v 百nubhOyate 　1

　　瞬o
，

ni ＄to
，

pi　va 　tena　bhavaty　arthah 　praveditab　ff（PV 　III　340）

　　もし も，こ の ［認識］それ自体 が好 ましい 形相を持 つ もの として ，ある い はそれ以外の 仕

　　方で 匚すなわち，好 ましくない 形相 を持 つ もの としてコ直接経験 されるな らば，その 匚認

　 　識それ 自体 を直接経験す るこ と］ に よ っ て ，対象が好 ましい もの ，あるい は好 ましくない

　 　もの として 知 られた とい うこ と に なる 。

　 これに対するデ
ーヴ ェ

ーン ドラブ ッ デ ィ の 説明は次の 通 りで ある 。

　 　ci
’i　phyir　zhe 　na ／

，di　1tar　gal　te　blo
，di　bdag ，dod　pa

，i　rnam 　pa
，

am 　rnam 　pa　gzhan　te　！　mi ’dod

　 　pa
’i　mam 　par　skyes 　bus　myong 　

’

gyur　na ／de’i　tshe　’dod　pa
，

am 　mi 　
’dod　pa 　des　kyang　don　rig　pa

　 　ni　
’

gyur　ba　yin　zhes 　bya　bas　ni　mam 　par　rig　pa　tSarn　nyid 　kyi　
’bras　bu’i　rtog　pa　

’di　bshad　do　！f（PVP ，

　 　D223b6 −7；P262b3−4）

　 　［その ように認識それ 自体の 直接経験が対象の 確定で ある の は］何故か 。 何故 なら，『もし

　　も，こ の』認識 『それ 自体が好 ましい 形相 を持つ もの として，あ るい はそれ以外の 仕方で ，』

　　すなわち，好 ましくない 形相 を持 つ もの として ある人に 『直接経験 される ならば，それに

　　よっ て，対象が好 ましい もの ，ある い は好 ましくない もの として知 られたこ とに なる』の
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　　だか ら。 以上，唯識 の 立場の ［認識コ結果の 解釈 とい うこ れが述 べ られ た 。

　デ
ー

ヴ ェ
ー

ン ドラ ブ ッ デ ィ は こ の PV 　III　340 をそれ に先行する PV 　III　339 の理 由と して 理解

して い る 。 す なわ ち，認識そ れ 自体 の 直接経験が 対象の 確定で ある と考え られる の は，認識そ

れ 自体が好 ましい もの と して直接経験 された と きに，対象が その よ うに好ましい もの と して 知

られ た こ とにな るか らで ある，と理解 し て い る 。 なお ，デ
ー

ヴェ
ー ン ドラブ ッ デ ィ は，PV 　 III

338 の 後で ，「外界対象が存在する場合 の ［認識結果に つ い て の ］第 二 の 解釈 が述べ られた」
〔ω

と言 っ て い るか ら，PV 　III　340 まで で 述 べ 終わ っ た もの とは，唯識説 にお い て対象認識が認識結

果 とみ なされる解釈で あろ う
（13 ）

。
い ずれ にせ よ ， デ

ー
ヴ ェ

ーン ドラブ ッ デ ィ は 。
こ こ で

一旦話

題が変わる と理解 して い る の は明 らかで あ る 。

　 こ れに対 して ， プラ ジュ ニ ャ
ーカ ラグ プタは 「外界の 対象を承認す る者 たちに とっ て も ， 自

己認識 こ そが ［認識］結果で あ る」
〔14）

と述 べ た後 に，そ の 理由と して こ の PV 　III　340 を挙げて い

る 。
つ まり，プラ ジュ ニ ャ

ー
カラ グプタは ，デ

ー
ヴ ェ

ーン ドラブ ッ デ ィ とは違 い
， 外界実在論

者に とっ て も自己認識が結果で ある こ とを説明 したもの として，PV 　III　340 を理解 して い るので

ある 。 彼はそ の こ とを次の よ うに説明 して い る。

　　na 　hi　 sa 叩 vedanasy 互nyath 互tve 　 vastv 　anyatheticl51 善akyam ．　tasm 且t　 sa 甲 vedan δnus 且repaivartha −

　　vyavasthites 　 tadabhinnayogak 与ematvtid 　b且hyavedana1η　svasa 卑 vedanam 　eva ．　 tenopacZlrat

　　bahyavedanam　ucyate ．（PVA ，
392．17− 18）

　　 とい うの も，認識がある仕方で ある場合 ，対象がそれ とは別の仕 方で ある，と い うこ とは

　　あ り得 ない か らで ある 。 従 っ て，認識 に従 っ て の み対象が確立 される の だか ら，その ［認

　　識］ と安危 を共 にす る の で ， 外界の 認識 は ， 自己認識 に他 な らない 。 従 っ て ， 間接 表現

　　（upacara ）に よっ て ［自己認識が］「外界の認識」 と言われる ので ある 。

こ こで プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー

カ ラグ プ タが述 べ て い る の は，外界実在論者が述 べ て い る 「外界の認

識」 も，自己認識に他な らず，そ れ は間接表現 に よ っ て そ の よ うに 「外界の 認識」 と述 べ られ

て い るに過 ぎない ，とい うこ とで ある 。 こ の ような解釈は ， 外界実在論 における対象認識 と自

己認識 を同一視 して い る点で
， 以下 に挙げる マ ノ ー

ラ タナ ン デ ィ ン の 記述 と同じと言える 。

　　bahirarthanaye’pi　buddhivedanasyaivarthavedamatv琶t　tatha　yadi§！亘kEro
，

syE 　buddher　atm5

　　
，

nubhnyate 　
，

nyath 亘ni写垣k盃ro　v嚢
，　tadfi　tena　jfidneneSto　

，

ni等to　v5rtha 勾　pravedite　bhavati，

　　n亘nyatha ．（PVV ，
222．1−3）

　　外界対象を認め る見解で も，知の 認識 （buddhivedana）こ そが対象の 認識 （arthavedana ）で

　　あるか ら，そ の よ うに ， 『も しも，
こ の』認識 『それ 自体が 好 ましい 形相 を持 つ もの とし

　　て，ある い はそれ以外の 仕方で
， 』す なわち，好 ましくない 形相 を持 つ もの と して 『直接経

　　験 される ならば ， その』認識 『に よっ て ， 対象が好 ましい もの ，ある い は好 まし くない も

　　の として知られた こ とに なる』の であ っ て，それ 以外で は ない 。

　デ
ー

ヴ ェ
ー

ン ドラブ ッ デ ィ の 解釈に従えば，PV 　III　340は 「外界を認めな い 唯識 の立場で も，

認識が 直接経験 されれ ば．それが すな わち対象が知 られた こ とに な る」 とい うよ うに PV 　III　339

の 続 きと して理解 され，続 くPV 　III　341 か ら話題が変 わる と理解 される 。 他方，プラジ ュ ニ ャ
ー

カ ラ グプ タ，マ ノ ー
ラ タナ ン デ ィ ン の解釈 に従 えば，PV 　III　340 は 「外界 を認め る実在論者 の 立

場で も，認識が 直接経験されて は じめ て対象が知 られたこ とに なる」 と い うように PV 　III　339
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とは異なる話題を扱 っ た もの として理解 され，PV 　III　341へ 続 くもの と理 解され る 。

　また，後者の うち，プ ラ ジ ュ ニ ャ
ーカ ラ グプ タが 「外界 の 認識」 とは 間接表現 に過 ぎない と

み な して い る こ とを考慮すれ ば，ここで，知 られた こ とになる と言われ る 「対象」 とは実際に

は知 られ ない もの と して プ ラジ ュ ニ ャ
ーカ ラグプタ も理解 して い るこ とが分かる 。 そ うで あれ

ば，外界対象が 実在 しよ うが，実在 しまい が，ある の は 自己認識の みで ある とデ
ーヴェ

ーン ド

ラブ ッ ディ，プラジ ュ ニ ャ
ーカ ラグプタはともに理解 して い る と考 えるこ とがで きよう。

5　結語

　 プラ ジ ュ ニ ャ
ーカ ラグプタ の 解釈 に従 っ た場合，「唯識説にお ける対象認識」 とい う発想 自

体 は，ダル マ キール テ ィ の PV 　III　339 に も認め られ る と言える 。 従っ て，　 PV 　 III　339 に関 して

は，ケー ドゥ プジ ェ の解釈は不自然で は ない と言える 。 また こ の 点に関 して ，福田 （1988），村

上 （2008）が 指摘する通 り，仏教論理学派が唯識的立場で 認識結果 と して 自己認識の み を認め

た とする従来の 解釈には再考の 余地 が ある 。

　仮にケー ドゥ プ ジ ェ が，プ ラジ ュ ニ ャ
ーカ ラグプタと同様，PV 　III　339 を 「唯識説にお ける対

象認識」が説か れ て い る と理解 し，その つ なが りで ，PV 　III　341 以降で も 「唯識説にお ける対象

認識」が語 られ て い る， と考 えた とすれば その 解釈 もそれほ ど不自然 なもの とは言えない 。

しか し，デーヴェ
ーン ドラブ ッ デ ィやプラ ジ ュ ニ ャ

ーカ ラ グプタ，マ ノ ー
ラタ ナ ン デ ィ ン はそ

うは理解 して い な い
。 デ

ー
ヴ ェ

ーン ドラ ブ ッ デ ィ は，PV 　III　340 で 議論が 区切れ る とし，　 PV 　III

341か ら，経量部説にお ける 自己認識が語 られ る と理解 して い る 。 他方，プラ ジ ュ ニ ャ
ーカ ラ

グプ タ，マ ノー
ラ タナ ン デ ィ ン は，PV 　III　339 で議論が区切れる とし，　 PV 　III　340 か ら経量部説

にお ける 自己認識が語 られる と理解 して い る 。

　 もし PV 　III　341 以降で も 「唯識説における対象認識」が説かれ て い る とい うケ
ー

ド ゥ プ ジ ェ

の 解釈が正 しい とすれ ば，冒頭で 指摘 した よ うに そ もそ も，経量部説に おい て 自己認識が認識

結果で ある と い うこ とをダ ル マ キール テ ィ は ど こ で も語 っ て い ない こ とにな っ て し まお う。 そ

して，そ れは経量部 ・唯識双方の 立場か ら自己認識 も認識結果 とみ なされ得 る とす るケ
ー ドゥ

プ ジ ェ 自らの 発言 と矛盾す る こ とになる 。 従 っ て，PV 　III　341 以降を唯識説 と考えるケ
ー

ド ゥ プ

ジ ェ の ダ ル マ キール テ ィ理解には無理があると言 える 。

略号表

M

NBh

PV
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Steinkellner，　Ernst．

　 2005　 Digndiga　il　Pramapasamueeの“a，　Chaρter　1，
　www ．oeaw ．ac．at〆ias！Mat！dignaga−PS −1．pd£

注

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

現在一般的に PV の底本 と され て い る Miyasaka本 に PV　III　342 としてあげ られて い る詩頌は，PV

の テ キ ス ト校訂者サ ー ン ク リ ッ テ ィ ヤ ーヤ ナ が プ ラ ジ ュ ニ ャ
ーカ ラ グ プ タ の 詩頌 を PV の 詩頌

．と 誤解 した もの で あ る 。 従 っ て，PV 知覚章に 関して は，342 偈以降の ナ ン バ リ ン グ は 戸崎 （1985）
に従う方が正確で ある 。 詳 しくは戸崎 （1985，27，fh．93）を参照 されたい 。

福田 （1988，9）もまた次の よ うに述べ て い る 。 「そ の 常識的な解釈は，戸 崎博士 の ように，ダル

マ キ
ー

ル テ ィ が こ の 箇所で外部世界の 実在を認め な が ら，そ れ で も，本質考察を す る ならば
， 自

己認識が認識結果で あると認めなければな らない と主張 して い る，と読むこ とで ある 。 しか し，

チ ベ ッ ト人，少な くともゲ
ー

ル ク派はその ように解して い ない し，ダル マ キール テ ィ の コ ン テ ク

ス トで も，必ずし もその よ うに解釈する 必要はな い ように 思 われ る。」

福田 （1988，9＞を参照 された い 。 RGT ，　I　I　8a2−3：．，．dang　po　ni ！gzung　mam 　gzhal　bya／
’dzin　mam

tshad　ma ！rang 　rig
’bras　bu　zhes 　bya　ba　tsam　zhig 　mdo 　sems 　gnyi　ga　

’dod　par　khyad　par　med 　kyangノ．．．
pratibhfitiを sanniviliate に訂 正 した。　 Steinkellner（2005）は，お そ ら くPVA か ら 回収 され る サ

ン ス ク リ ッ ト断片の pratibhatiとい う語 を誤解 した Hattori （1968，105，　 n ．64）の解釈に従っ た

と考え られ る 。 しか し，こ の pratibhatiと い う語 は PST で jfi…ine とい う語 に対応 する こ とか ら

も明 らかなように，現在分詞 と して 理解さ れ ねばならな い 。 See　PST，72．14−15： tatha　hi　yatha

yathar亡h詛（翫o 　jfi亘ne 　sanniviSate ≦ubhaSubhaditUpe4a ，　tath亘 tatha　svasarpvittih　prathate；PVA ，393．29−30：

yathfi　hy　arthasy匐kfirall　Subh百ditvena　pratibhtiti　niviSate
，
　tadrUpa 阜sa 　vi 寧aya 阜

＊ prattyate（＊
sa 　vi §aya 垣S，　yul

de　T；svavi§ayab 　M ．）；TSP，　48324−484．ll：＿yatha　yatha　hy　arthasyakdrab 　9ubhr巨ditvena［≦ubhfidirvena ？］

sannivi ≦ate　tadrOpah　sa　vi＄ayah 　pram 了yata　ity互dil（am 　ac御 すa単 vacanaip ．．．　Cf．　PV 　III　349ab ：yath巨

nivi菖ate　so
’rtho　yata皐s再prathate　tath浸！

認識結果をめ ぐる PSV の 議論 （PSV 　3
，
21−4

，
10ad 　PS 　I　8cd−9）と PV の議論 （PV 　III　301−352）が

どの ように対応 して い る か に つ い て の イ ン ドで の解釈，お よ びチ ベ ッ トで の 解釈に つ い て は，池

田 （1993）を参照 された い 。

yaり　S，　M ；gang　gi　tshe（＊yad且）T．

jfiariatpSa　M ，　shes　pa
’i　cha 　T；jfidnfihga　S．

tatraiva　M ，　de　nyid 　la　T；tathaiva　S．

こ の プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー

カ ラ グ ブ タの 説明で は，PV に見ら れ る 「対象の確定」と い う語 は，「『対象

で あ る』 とい う確定」（artha　iti　niScayall ）と解釈 され て い る 。 そ して，そ うい っ た確定の対象と

して ，「認識それ 自体の直接経験」（atmanubhava ＞が挙げられて い る 。 しか し，サ ン ス クリ ッ トと

して ダ ル マ キ
ー

ル テ ィの 偈にお ける関係代名詞構文をそ の ように読む こ とは 不可能で あり，「認

識それ 自体の 直接経験」をそ の ような 「対象 の 確定」その もの とす る サ ン ス ク リ ッ トの 素直な 読

み を採用 して も何 ら問題はなか ろう。

戸崎 （1985 ，
23

，
　fh．　80）も指摘する通 り，ブラジ ュ ニ ャ

ーカ ラグプタの 直弟子 と考え られ て い る

ラヴ ィ グ プ タ，および，より後代 の PV 註釈者マ ノー
ラ タ ナ ン デ ィ ン も，　 PV 　III　339 を 「唯識説

に お い て も対象認識が認識結果 で あ る」とい う見解が 説か れ る もの として 理解 して い る 。 See　R
，

D126a5 −6；P152a2 −3r　yarig　na 　marn 　par　shes 　par　smra 　bas　gzhal　bya　rig 　pa　nyid
’bras　bu　yin　no 　zhes 　bstan

pa
，i　phyir！shes 　pa

，i　cha 　don 　rnam
，jog　phyir　／／　gang　tshe　yu且dang　bcas　shes 　pa　1／　de　tshe　bdag 　nyid

myong 　ba　gang　／1　de　nyid 　den　du 　rnam 　par　nges 　／／（PV 　III　339）Zhes　bya　ba　smos 　te；PVV，　221．16：tata≦
ca 　vijfidnav 訌de’py　arth副khrah　prama口am 　arthasamvit 　phalam　avimddham ，
’di　bdag （

＊

亘tm看sya ）T；atma 　syad 　S，　M ，戸崎 （1985，25，
　fU，85）も参照 された い 。但 し，写本を

atmasmad と読む可能性 も否定で きない 。
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（12）　 PVP，　D223b4；P262a8−bl：de　ni　don　dang　’dra　ba　ni　tshad　ma 　yin　zhing 　／　don　myong 　ba　ni　
’bras　bu　yin　pa

　　 de　ltar　na 〆phyi　rol　gyi　don　yod 　pa
’irnam　par　rtog　pa　gr匚yis　pa　bshad　pa　yin　no 〃

（13） 池田 （1993，　9）は，デ
ー

ヴェ
ーン ド ラ ブ ッ デ ィ に よ る分節理解を検討して い る が，こ の 唯識説に

　　　お い て 対象認識 が 結果 とみ な され る 解釈 に触れ て い な い 。なお，シ ャ
ー

キ ャ ブ ッ デ ィ は こ の 唯

　　　識説に おける認識結 果 の 解釈 を PV 　HI337 まで で 述 べ ら れ た もの と 同 じ で あ る と し て い る。PVT ，

　　 D220b7 ；P272b4 −5； rnam 　par　rig 　pa　tsam　nyid 　kyi　sngar 　bshad　pa
’i’bras　bu　rnam 　par　rtog　pa　las　

’di’bras

　　 bu　rnam 　par面 g　pa　gzhan　yin　no　zhes 　blta　bar　mi 　bya　ste！de　nyid ’dis　bstan　pa
’iphyirro〃 （「唯識の 立

　　 場で先に 述 べ ら れ た 〔認識］結果 の 解釈 （PV 　III　 320−337）と こ の ［認識ユ結果 の 解釈 （PV 　III

　　 339−340）は異なる とみ なされるべ きで はな い 。 何故な ら，そ の 同 じこ とが こ れに よ っ て述べ ら

　　　れ て い る の だか ら」）

（14）　PVA
，
392．13−14：api 　c4 　bahyam 　artham 　abhyupagacchatfim 　api　svasarpvedanam 　eva 　phalam．　yatah（gzhan

　　 yang　phyi
’i　don   as　blangs　kyang　rang 　rig　pa　nyid

’bras　bu　yin　no 〃
’di　ltar　1）　Cf．　R

，
　Dl26h1 ；P152a6 ：

　　 gzhan　yang　phyi　rol　gyi　don　du　smra 　bas　kyang　rang 　rig　pa　nyid
’bras　bur　khas　blang　bar　bya　ste ／

’di　ltar　1

（15）　 M ，T；ins，　vaktu1p 　S，
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